
令和７年度八戸市山林内危険木伐採支援事業補助金交付要領 

 

 （趣旨） 

第１条 この要領は、住宅等への倒木被害から人命及び財産を保護し、適正な森林環境を維

持するとともに、市民の自主的な森林環境の維持保全の促進を図ることを目的とし、市内

の危険木の伐採等の整備を行う者に対して、令和７年度予算の範囲内で補助金を交付す

るものとし、その交付については、八戸市補助金等の交付に関する規則（昭和 61 年八戸

市規則第 1号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この要領の定めるところに

よる。 

 

（定義） 

第２条 この要領において「危険木」とは、気象害、枯損又は過度な成長等により倒木

の危険性が高い樹木であり、かつ、倒木等により建造物又は道路に影響を及ぼすお

それのあるものをいう。 

 

 （補助対象事業者等） 

第３条 補助対象事業者及び補助金の交付対象となる危険木の伐採等の整備の要件につい

ては、別表のとおりとする。 

 

 （補助対象経費及び補助金の額） 

第４条 補助金の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、危険木の伐採等

の整備に要する経費（消費税及び地方消費税を除く。）とする。 

２ 補助金の額は、前項に定める補助対象経費の４分の３（1,000円未満の端数が生じた

場合はこれを切り捨てる。）又は30万円のいずれか低い額とする。ただし、危険木を売

却処分する場合は、対象経費からその売却金額を控除する。 

３ 補助金の交付は、同一の土地又は同一世帯においての申請は同一年度内において１回

限りとする。 

 

（補助金の交付申請の受付） 

第５条 補助金の交付申請の受付は、令和７年５月１日から開始し、令和８年１月30日で

終了する。 

２ 補助金の交付申請は、受付順に整理するものとする。ただし、郵送による申請の場合

には、交付申請書が八戸市庁に到着した日を受付日とする。 

３ 前項ただし書の場合において、交付申請書が八戸市庁に到着した日が休日（八戸市の

休日に関する条例（平成２年八戸市条例第20号）第１条第１項に規定する休日をいう。

以下同じ。）に当たるときは、受付日をその日後においてその日に最も近い休日以外の



日とする。 

４ 補助金の交付申請に係る受付は、当該年度の予算の範囲内で行うこととし、予算を超

過した場合は、前項の規定にかかわらず、受付を終了するものとする。 

５ 交付申請のあった補助金の総額が当該年度の予算の額を超える日に複数の交付申請を

受け付けた場合には、当該日の受付に係る交付申請者の中から抽選を行い、交付申請を

受理する者を決定する。 

 

（交付申請） 

第６条 規則第３条の補助金交付申請書は、別記第１号様式のとおりする。 

２ 規則第３条の規定により市長が定める書類は、次のとおりとする。ただし、第３号に

掲げる書類は、危険木の存ずる土地の所有者以外の者が申請する場合に限る。 

(1)  市税の納付状況を公簿等により確認することに同意する文書（別記第２号様式） 

(2)  事業計画書（別記第３号様式） 

(3)  危険木の伐採等に関する承諾書（別記第４号様式） 

(4) 見積書の写し 

(5) 位置図（伐採区域を図示したもの） 

(6) 事業着手前の現況写真 

(7) 土地所有者が確認できる書類 

(8) その他市長が必要と認める書類 

 

（交付決定） 

第７条 規則第５条による通知は、補助金交付決定通知書（別記第５号様式）により行う

ものとする。 

２ 市長は、審査の結果、補助金を交付することが適当でないと認めるときは補助金を交

付しないことを決定し、補助金交付不決定通知書（別記第６号様式）により通知するも

のとする。 

 

（補助事業の遂行） 

第８条 補助対象事業者は、令和８年２月27日までに危険木の伐採等の整備を行い、補助

事業を完了しなければならない。 

２ 危険木を伐採し、補助対象経費の支払を完了した日を補助事業の完了日とする。 

 

（補助事業等の変更の届出） 

第９条 規則第７条の規定により補助事業の変更等の承認を受けようとする者は、変更等

承認申請書（別記第７号様式）を市長に提出し、その承認を受けるものとする。 

２ 前項の補助事業の変更により補助金の額が変更になる場合において、変更後の補助金



の額は、補助金交付決定通知書にある補助金交付額の範囲内とする。 

３ 市長は第１項の規定による申請があった場合は、当該申請に係る内容を審査し、変更

等を承認したときは、変更承認書（別記第８号様式）により通知するものとする。 

 

（実績報告） 

第10条 規則第12条の実績報告書は、別記第９号様式のとおりとする。 

２ 規則第12条の規定により市長が定める書類は、次のとおりとする。 

(1)  収支決算書（別記第10号様式） 

(2)  補助対象経費の支払に係る領収書の写し 

(3)  事業完了後の現況写真 

(4)  その他市長が必要と認める書類 

３ 前２項の書類は、補助事業が完了した日から起算して１箇月を経過する日又は令和８

年２月27日のいずれか早い日までに提出しなければならない。 

 

（確定） 

第 11条 規則第 13条の規定による通知は、補助金確定通知書（別記第 11号様式）により

行うものとする。 

 

（交付時期） 

第 12条 補助金は、規則第 13条の規定によりその額の確定した後、補助金請求書（別記第

12 号様式）による補助対象事業者からの請求に基づき、交付する。 

 

（その他） 

第13条 この要領に定めるもののほか、補助金の交付について必要な事項は、別に定め

る。 

 

附 則 

 この要領は、令和７年４月 日から実施する。 

  



別表（第３条関係） 

補助対象事業者 次に掲げる要件を全て満たす個人（個人事業者を含む。）又は法人

とする。 

（１）市内の森林所有者又は自己の所有する森林でない場合にあっ

ては、当該森林の所有者の承諾を得た者。 

（２）過去３年度において市税（市県民税、法人市民税、固定資産

税、軽自動車税及び国民健康保険税）の滞納がないこと。 

（３）補助金交付決定後から令和８年２月27日までの間に危険木を

伐採し、補助事業を完了すること。 

補助金の交付対象

となる危険木の伐

採等の整備 

次に掲げる要件を全て満たすものとする。 

（１）森林法第５条に規定する地域森林計画の対象森林であるこ

と。 

（２）建造物又は道路に隣接し、倒木により樹高と同等の距離の範

囲にある施設に被害を与えるおそれのある樹木であること。 

（３）伐採面積が1,000㎡未満であること。 

 


